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要 旨 装飾手段としての刺しゅうは， 用いる素材と社会背景とによって発達してきたといえる。 刺

しゅうを施すことによって， 布地表面に立体化された美的調和を構成することができる。 そこで刺しゅ

うの諸条件を基本的に解明するために， 本研究を始めた。

今回は基本的ステッチであるアウトライン ・ステッチを刺しゅう糸の色 5 色(白， 黒， 赤系， 育系，

黄系)で， 基布を白， 黒， E疋b 灰2の 4 色を用いて各々刺した試料に基づいて， 視覚的な官能検査を行

い， 検討した。

その結果， ステッチ面の色を一定にして碁布 4 色を組み合せて比較した場合は， ステッチ函赤系の場

合が最も基布の色による差が顕著に見られ， 官能量陪の相関性が高かった。

また， 基布の色を一定にしステッチ菌の色 5 色を組み合わせた場合では， きれいさについては基布が

自の場合は， 他の基布の色との相関性は全く認、められないので， 基布が灰1， 灰2， 黒の場合と， 基布が

自の場合は刺しゅう面のきれいさは異って受け止められることがわかった。

1. は じ め に

刺しゅうは古くから織物や編み物などの表面

に刺しゅう糸， ビーズ， スパングル等を刺した

り留めたりする装飾の技法として広く行なわれ

てきている。 現在， 装飾としての刺しゅうは刺

しゅうに用いる素材とその刺す技法共に益々多

様化して， 発達してきていることが認識され

る。

これら刺しゅうに於ける表現方法や効果は，

デザインと技法によって更に色彩の対照と調和

の結果より生ずる美的要素を装飾的に表現する

ことである。 刺しゅうとしてより美的感性豊か

な効果を出すには， 基布の材質， 組織， 色， 更

にその基布に適応した材質と的確な配色の刺し

ゅう糸を選定して用い， 部分相互の対象となる

モチーフに効果的なステッチの選択が受容な要

閣と考えられる。
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一般的には種々なステッチを配別し， 適格な

配色によってデザインの美的要素を精確に全体

の構成を完成させる。 しかも刺しゅうはステッ

チの配別と運動によって立体化を構築すること

が可能である。

そこで刺しゅうの美しさ(美的感性) ， きれ

いさを基本的に調査するために， 今回は基布を

白， 黒， 灰1， 灰2の4色とし， 刺しゅう糸の色

は白， 黒， 赤系， 育系， 黄系の5色を用いて，

アウトライン ・ ステッチを一定の面積に商刺し

を行って試料を制作した。 刺しゅうの効果とし

ては官能検査を人間の視覚を中心として行い，

刺しゅうの効果を決める美しさ， きれいさの婆

困の適伎を種々検討した。

また， 紙のように王子商で評価されている色彩

学的な結果との対応を考察した。

2. 実 験 方 法

2.1 試験布

試験布の基布としては， 市販の40番綿ブロー



ド自とカラーブロード(40番)黒， 灰1， 灰2 の

4色を選んだ。 その諸元は表lに示す通りで，

色系で基布の記号は白， 黒， 灰1， 灰2とした。

灰1 を除いては， 彩度はl以下なので無彩色で

ある。

刺しゅう糸は30/2S(25番綿刺しゅう糸)を

4本引き揃えて用いた。 刺しゅう糸の色は，

白， 黒， 赤系， 青系， 黄系の5色である。

2.2 試料の作り方

試料の作り方は図lに示すようにブロードの

たて24cmよこ32.4cmの中央に， たて4cm

ょこ5.4cmの範聞で， アウトラインステッチ

で充填刺し( 面刺し)を施した。 ステッチはー

針の長さを約0.6cmとしょこ方向に1 7針刺し，

4cm間の段数は37段とした。 これらはつとめ

て同一条件で著者がすべてを刺した。 刺しゅう

糸 1 色に対し基布4色を 2枚ずつ刺し試料とし

た。

各刺しゅう糸で， 基布白， 黒， 灰1， 灰2に刺

し終えたステッチ面の色は表 2 に示す通りでこ

れらの結果から次のことが言える。

(1) 刺しゅう糸自で刺した場合のステッチ商

白は， ステッチ聞から基布の色が影響して， 色

相に変化が見られ色味がかなり変わり， 明度は

基布自の場合が高い。

(2) ステッチ面黒は， 色相の数値に少しの変

化は見られるが， 明度， 彩度の変化は全くな

し、。

(3) ステッチ面赤系， 青系は共に5色の刺し

ゅう糸を用いた中で基布が変わっても測色上の

色は， ほとんど羨が見られなし、。

(4) ステッチ面責系は基布白の場合はY系

で他の基布の場合の色相がGYを示している

ので， ステッチ面白と同様に明度が高い時は基

布の影響が多く見られていることがわかる。

このように刺しゅう糸の色系によってステッ

チ聞の測色上での差は， それぞれの色系でその

傾向がわずかであるが変化していると言える。

2.3 官能検査の方法

官能検査方法はScheff邑の 一対比較法の別

法， 順序のない場合を用い， 13項目の官能量に

ついて5段階評価による検査を行った。 被検者

は2 0才代， 30才代の女性11名とし， 自然、光下で

行った。

官能評価に有意の差があるかどうかを分散分

析による有意差検定を行い， 有意、差の認められ

たものに対しては主効果の推定値を算出し， 比

較検討した。 官能検査は， 次の 2 種について行

っTこ。

(1) ステッチ面の色を一定にし基布4色を組

み合せた場合

32.4 cm 

Q40m 24cm 
ステッチ面

図1 試料の大きさ

表1 碁布の諸元

カラーブロード(40番綿100%平織)

色 系 白 里 灰l 灰2

厚さ (mm) 0.25 0.25 0.25 0.24 

糸密度 (本/cm) 55x27 55x28 55x 28 55x 27 

平面重 (g/m2) 123 127 122 117 

色 HV / C N9.5 N4.2 5. OPB5. 2/2.。

(222 ) 



基布の色に対するアウトライン ステッチの 効果

表2 ステッチ面の色

綿刺しゅう糸25番(30/2 Sの 6 本引き揃え)DMC (フランス製)

君主主ヨー 自

白 9. 6YR9. 1/0. 1 

Æ!!. 4. 6PB2. 3/0. 2 

赤 系 3. 9R3. 8/11. 4 

育 系 3. 2PB4. 0/10. 9 

資 系 9. 2Y8. 6/6.。

(2) 基布の色を一定にしステッチ面の色5色

を組み合せた場合

3. 結果及び考察

(1) ステッチ面の色を一定にし基布4色を組

み合せた場合

刺しゅう糸を一定にして， 異なる色の基布4

色に刺した試料を組み合せて官能検査を行った

結果， 官能量13項目についてステッチ簡の色別

に， また宮能評価 項目によってその傾向は異な

るが， いずれの場合も有意差が認められなかっ

た 項目は比較的少ない。

ここにはその一例として， 全体のきれいさに

対する検査結果を函 2 に示した。 ステッチ蔚が

赤系以外は基布の色によって， 同じ色のステッ

チ面に対しでもきれいさの稼度の遠いが認めら

れた。 特にステッチ面育系(刺しゅう糸の色 ・

の場合は， 分散比が最も高い。

更に表3には， ステッチ留の色すなわち刺し

ゅう糸の色別にきれいさと他の官能量聞との相

関性を示した。 ここでステッチ聞が赤系の場合

の相関性は高く， 自や黄系の場合はきれいざと

他の官能量との相関性が比較的に小さいことが

わかる。 しかし， きれいさと配色の良さとの相

関伎が見られるのはステッチ商青系と黄系の場

合である。

ここで図 2 から刺しゅう糸の色が青系と素系

の場合は基布の明度が高い11際即ち， 白， 灰2，

色(アウトライン ステッチ面)

里 灰1 灰2

3. 8RP8. 5/0. 2 2. 6YR8. 6/0.。 3. 3Y8. 5/0.1 

6. 2PB2. 3/0. 2 2. 7PB2. 3/0. 2 4. 9PB2. 3/0. 2 

3.9R3.7/11.1 4. OR3. 8/11. 3 3. 9R3. 8/11. 2 

3. 2PB4.1/11. 0 3. 3PB4. 0/11. 0 3. 3PB4. 0/11. 0 

0.lGY8. 3/5. 3 O. 1GY8. 3/5. 6 O. 1GY8. 2/5. 4 
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灰1， 黒の11買にきれいだと見ている。 表3より，

きれいさと配色が良いとの相関性があるのは青

系と黄系であったので， 三浦によれば「配色効

果に重要な役割を示すものは明度差であり， ま

たその大なるものは配色感が良いと述べてい

る1)Jことと本研究の結果は一致している。

次に， ステッチ面赤系の場合の官能量13項目

聞の相関行列を表4に示した。 ステッチ菌赤系

の場合が表3においてと同様， 最も各官能量聞

の相関性が高かった。 しかし， ここで配色の良

さは配色の好みとの相関性は高かったが， 配色

の良さと他の官能量との相関性はほとんどが認

められない。 しかしこれらの傾向は赤系の場合

が最も顕著で， 色によって多少この傾向は異な

る。 配色の良さを除いては， 比較的赤系は官能

量間の関連性は高く見られている。 すなわち基

布の色によってステッチ部分の明るさは異なっ

て見え， 明るく見えるものはつや(光沢感) が

大きく， つやが良く， 色は濃くなくきれいに見

ている。 赤系と青系以外の場合は， 基布の色に

よる明るさの差がほとんど認められていない。

(2) 基布の色を一定にしステッチ面の色5色

を組み合せた場合

他方基布を一定にしてステッチ面の色5色を

組み合せた場合については， 配色が良いときれ

いさの官能量2 項目について官能検査を行った

が， その結果を国3に示した。

きれいさの基布白の場合を除いては， それぞ

れ有意差が認められた。 特に両官能項目で分散
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図2 基布の色によるきれいさ

表3 íきれいさ」と他の官能量との相関性

車ilJしゅう糸の色
白

E里

赤系

.Õ!�:マヲ吋7tミ

黄系
ー0.6

刺しゅう糸の色 白 箆 赤 系 育 系 資 系 |

ステッチ部分 つやが大きい 0.703 -0.311 0.913* 0.198 0.388 

ステッチ部分 つやが良い2 0.534 -0.096 0.913キ 0.192* 0.446 

3 配色が良い 0.638 0.603 0.579 0.947* 0.777ム

4 配色が好き 0.844ム 0.706 0.8666 0.729 0.552 

5 ステッチの 効果がよく見える 0.105 0.879* 0.859ム 0.992** 0.628 

6 ステッチ部分 明るい 0.627 -0.608 0.922* -0.464 0.782ム

7 ステッチ部分 あざやか 0.066 0.997料 0.984糾 -0.027 0.042 

8 ステッチ部分 色が濃い 0.952* 0.927* -0.951 0.955* 0.479 

9 ボリューム感がある 0.246 0.448 -0.996** 0.827ム 0.834ム

10 すっきりしている 0.537 0.998料 0.905* 0.901* 0.161 

11 やわらかし、 0.543 -0.223 -0.948* 0.343 0.787ム

12 ふっくらしている 0.394 -0.155 0.970* 0.727 0.694 

比が最も高いのは基布黒であり， 灰1， 灰2， 自

のJI買になっている。 又， 配色が良いの方がきれ

いさよりも全ての基布の色の対応において， よ

り有意差が大きく認められている。

そこで， 配色の良さときれいさの官能量 2 項

目について基布の違いを変数とじて相関性を求

め， 表5に示した。 基布自の場合はきれいさと

上
上
上

以
以
以

円i

ni

円i

n汐

00

々i

AHU

AHv

nHU
 

数
数
数

係
係
係

関

関

関

相
相
相

本
*
A

* 

いずれの他の基布の色との相関性は全く認めら

れない。 又， 配色が良いに対してもその相関性

が認められないのはきれいさの場合と同様であ

る。 これはきれいさとし、う官能量に対して， 基

布白の場合は基布が灰1， 灰2， 黒の場合につい

て各ステッチ面の色との対応が異なって見える

ことを示している。 基布白を除いては基布 3色

(224 ) 
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図3 車IJしゅう糸の色による配色の良さ， きれいさ

表5 I配色の良さ」と「きれいさJの相関行列
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E疋1

に5色のステッチをした場合， 配色の良さ， き

れいさとの相関性はし、ずれの場合にも涌く， 特

に灰1 の場合は相関係数が高い。 これは黒， 灰

色系の基布のステッチを施した場合の配色の良

さ， きれいさはほとんど対応していることを示

している。 すなわち， 配色の良い順位は赤系，

素系， 青系， 白， 黒である。 刺しゅう糸の彩度

の高い順は表2 から赤系， 育系， 黄系で， この

結果は千々岩による「シュヴリュールの色彩調

和と色彩対比の原理を引用して， 黒は彩度の高

い色と組み合せた方が効果的で、あるのJと述べ

ていることとほぼ一致している。
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4. ま と め

本研究で刺しゅうの有する美的範聴を基本的

に調べるために， 第一段階として基布4色，

白， 灰1， 灰2， 黒とステッチ面5色， 白，

赤系， 青系， 寅系の組み合せによって被検者が

どのような評価をするかをステッチ部分のつや



基布の色に対するアウトライン ステッチの 効果

が大きい等の官能量13項目について行ない， 特

に配色の良さときれいさについて考察した。

結果は以下の通りである。

(1) ステッチ面の色を一定にし基布4色を組

み合せた場合

ステッチ面赤系以外は基布の色の差によっ

て， きれいさの程度の差が認められ特に青系の

場合の分散比が最も高く， 自， 灰2， 灰1， 黒と

明度I1原にきれいに見ている。 きれいさと他の官

能量との関係では， ステッチ面赤系において相

関性が高い。

(2) 基布の色を一定にしステッチ面の色5色

を組み合せた場合

きれいさにおいて基布自の場合は， 他の基布

の色との棺関性は全く認められない。 配色の良

さにおいては黒， 灰色の基布の場合， 良いI1鼠に

(227 ) 

赤系， 黄系， 青系， 白， 黒のステッチ面の色と

なる。

これらは今回の検査のごく一部であるが， 種

々な条件を含む刺しゅう試料について， 今後研

究を続けてゆかなければならないと思う。

終りに， 本研究をすすめるにあたりご指導を

賜り ました本学市)11久美子， 成瀬信子各教授に

深く感謝の意を表し ます。 また， 官能検査の被

検者としてご協力いただき ました文化女子大学

第二被服研究室， 和裁研究室， 手芸研究室の諸

先生に心から御礼申し上げ ます。
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